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83 

38.3 

57.9 

12.7 

8.8 

37.7 

32.1 

11.4 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=818

H30調査

n=860

取得した

（取得中である）

取得しなかった 働いていなかった 無回答

0.4 

0.9 

77.3 

87.3 

1.3 

1.0 

21.0 

10.7 

0% 25% 50% 75% 100%

H25調査

n=818

H30調査

n=860

取得した

（取得中である）

取得しなかった 働いていなかった 無回答

第４章 育児休業制度の利用状況等 

１ 育児と仕事の両立支援制度について 

（１）育児休業制度の取得状況 

○育児休業制度の取得状況をみると、「取得した（取得中である）」母親は57.9％、父

親は0.9％となっています。前回調査と比較すると、母親は19.6
ポイ

ント、父親は0.5
ポイ

ント高

くなっています。 

問27 育児休業制度の取得状況（経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

 H25 調査 H30 調査 

母 親 父 親 母 親 父 親 

取得した（取得中である）と回答した人数 313人 3人 498人 8人 

就労者（「働いていなかった」の回答者を
除く）における育児休業取得割合 

61.4％ 0.4％ 85.3％ 0.9％ 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 



各務ヶ原市 

84 

79.5 

87.5 

13.3 

12.5 

7.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=498

就学前児童

(父親)n=  8

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も

育児休業中である

育児休業中に

離職した

無回答

0.0 
3.8 

10.6 10.6 

55.8 

6.8 6.8 3.5 0.5 1.5 
0.0 

0.8 2.5 1.0 

33.8 

3.0 

17.2 16.4 
11.4 13.9 

0%

25%

50%

75%

100%

０か月 １～

３か月

４～

６か月

７～

９か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

実際の月齢

n=396

希望の月齢

n=396

0.0 

71.4 

0.0 0.0 0.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

14.3 0.0 14.3 

42.9 

0.0 0.0 
0.0 

0.0 14.3 0.0 

28.6 

0%

25%

50%

75%

100%

０か月 １～

３か月

４～

６か月

７～

９か月

10～

12か月

13～

15か月

16～

18か月

19～

30か月

31か月

以上

無回答

実際の月齢

n=7

希望の月齢

n=7

（２）職場復帰の状況 

○育児休業取得後に職場復帰した母親は79.5％となっています。父親については、以

下のとおりです。 

○母親が育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢・希望する月齢は、いずれも

「10～12か月」（55.8％・33.8％）が最も高くなっています。父親については、以

下のとおりです。 

問27-1 育児休業取得後の職場復帰の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27-2 育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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83 

6.9 

7.4 

0.5 

5.2 

0.4 

13.5 

24.2 

3.3 

38.6 

0% 25% 50% 75% 100%

出産前に離職した

会社に制度がなかった

会社から取得を認めてもらえなかった

取得する経済的ゆとりがなかった

制度のあることを知らなかった

取得できる職場環境でなかった

取得する必要がなかった

その他

無回答

就学前児童

n=756

30.6 

27.8 

54.5 

49.0 

11.6 

18.9 

1.2 

1.0 

0.3 

0.4 

1.7 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=860

小学生

n=735

とても

楽しい

まあまあ

楽しい

どちらとも

いえない

あまり

楽しくない

楽しくない 無回答

○育児休業を取得しなかった理由をみると、「取得する必要がなかった」（24.2％）が

最も高く、次いで「取得できる職場環境でなかった」（13.5％）となっています。 

問27-3 育児休業を取得しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子育てに対するイメージや不安・悩み 

○子育てを楽しめているかをみると、「とても楽しい」と「まあまあ楽しい」を合わせる

と就学前児童では85.1％、小学生では76.8％となっています。 

問33[問25] 子育てを楽しめているか 

 

 

 

 

 

 

 

  



各務ヶ原市 

84 

20.7 

52.6 

39.2 

30.5 

25.7 

23.5 

6.6 

10.9 

13.7 

27.3 

25.2 

24.2 

43.8 

9.0 

3.3 

2.7 

28.3 

7.7 

0.5 

8.4 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもとの接し方

子どものしつけ

子どもの性格や行動

子どもの食事や栄養面

子どもの発育や病気

子どもとの時間が

十分に持てない

配偶者との育児方針の違い

祖父母等との

育児方針の違い

睡眠が十分にとれない

自分の時間を

十分に持てない

育児の疲れやストレス

育児と家事の両立

育児と仕事の両立

子育て仲間とのつきあい

認定こども園や

保育園の対応

子育てについての相談先

経済的負担

配偶者の育児参画

その他

相談するほどの

悩みや不安はない

無回答

就学前児童

n=860

14.8 

38.2 

33.9 

20.8 

16.9 

18.1 

7.9 

9.3 

41.0 

13.5 

16.3 

12.9 

27.3 

18.2 

8.0 

27.9 

32.5 

5.4 

2.3 

13.5 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもとの接し方

子どものしつけ

子どもの性格や行動

子どもの食事や栄養面

子どもの発達や病気

子どもとの時間が

十分に持てない

配偶者との教育方針の違い

祖父母等との

教育方針の違い

子どもの学習面

自分の時間を

十分に持てない

子育ての疲れやストレス

子育てと家事の両立

子育てと仕事の両立

保護者のつきあい

学校の対応

子どもの友だち関係

経済的負担

配偶者の育児参画

その他

相談するほどの

悩みや不安はない

無回答

小学生

n=735

○子育てについての不安や悩みをみると、就学前児童は「子どものしつけ」（52.6％）

が最も高く、次いで「育児と仕事の両立」（43.8％）、「子どもの性格や行動」（39.2％）、

「子どもの食事や栄養面」（30.5％）となっています。 

○小学生は「子どもの学習面」（41.0％）が最も高く、次いで「子どものしつけ」（38.2％）、

「子どもの性格や行動」（33.9％）、「経済的負担」（32.5％）となっています。 

問34[問26] 子育てについての不安や悩み 
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83 

78.1 

63.8 

60.3 

35.5 

15.9 

0.7 

24.9 

3.5 

0.1 

0.0 

4.8 

0.1 

0.0 

0.1 

1.6 

0.2 

0.2 

3.7 

0.9 

1.5 

2.2 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者・パートナー

その他の親族

（親、兄弟姉妹など）

友人・知人、隣近所の人

職場の人

保育園、認定こども園の

保護者の仲間

子育てサークルの仲間

保育園、認定こども園の

先生

わんパーク

ファミリー・サポート・

センター会員

家政婦、

ベビーシッターなど

病院、小児科医院など

家庭児童相談室

（子育ての総合相談窓口）

民生委員・児童委員

教育センター

健康センター

保健所

民間の電話相談

インターネット、

雑誌等の相談

その他

相談相手がいない

相談するほどの

悩みや不安はない

無回答

就学前児童

n=860

64.8 

47.6 

52.2 

33.7 

32.2 

0.1 

20.0 

0.0 

0.1 

0.0 

3.9 

0.1 

0.0 

1.5 

0.3 

0.0 

0.4 

1.5 

1.8 

2.4 

6.5 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者・パートナー

その他の親族

（親、兄弟姉妹など）

友人・知人、隣近所の人

職場の人

学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

学校の先生

わんパーク

ファミリー・サポート・

センター会員

家政婦、

ベビーシッターなど

病院、小児科医院など

家庭児童相談室

（子育ての総合相談窓口）

民生委員・児童委員

教育センター

健康センター

保健所

民間の電話相談

インターネット、

雑誌等の相談

その他

相談相手がいない

相談するほどの

悩みや不安はない

無回答

小学生

n=735

○子育てについての不安や悩みの相談先をみると、就学前児童・小学生ともに「配偶者・

パートナー」（78.1％・64.8％）が最も高く、次いで、就学前児童は「その他の親族

（親、兄弟姉妹など）」（63.8％）、「友人・知人、隣近所の人」（60.3％）、小学生は

「友人・知人、隣近所の人」（52.2％）、「その他の親族（親、兄弟姉妹など）」（47.6％）

となっています。 

問35[問27] 子育てについての不安や悩みの相談先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



各務ヶ原市 

84 

１人

1.9%

２人

40.6%
３人

49.1%

４人

3.8%

５人以上

2.9%

無回答

1.7%

就学前児童

n=860

１人

16.5%

２人

52.7%

３人

24.3%

４人

3.0%

５人以

上

1.0%

無回答

2.4%

就学前児童

n=860

１人

4.5%

２人

43.9%
３人

43.4%

４人

3.1%

５人以上

1.5%

無回答

3.5%

小学生

n=735

１人

21.6%

２人

52.4%

３人

20.4%

４人

1.8%

５人以上

0.0% 無回答

3.8%

小学生

n=735

○就学前児童の保護者の理想とする子どもの人数は、「３人」（49.1％）が最も高く、次

いで「２人」（40.6％）となっています。実際に持つ予定の子どもの人数は、「２人」

（52.7％）が最も高く、次いで「３人」（24.3％）、「１人」（16.5％）となっていま

す。 

○小学生の保護者の理想とする子どもの人数は、「２人」（43.9％）が最も高く、次いで

「３人」（43.4％）となっています。実際に持つ予定の子どもの人数は、「２人」（52.4％）

が最も高く、次いで「１人」（21.6％）、「３人」（20.4％）となっています。 

問36[問28] 理想とする子どもの人数と実際に持つ予定の子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実際 理想 
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83 

58.3 

19.7 

10.6 

30.1 

17.2 

7.1 

16.7 

7.6 

4.3 

9.6 

10.4 

4.8 

9.3 

5.3 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

自分の仕事に差し支えるから

家が狭いから

高年齢で子どもを産むことが困難だから

子どもは欲しいができないから

健康上の理由から

育児の心理的・肉体的負担に

耐えられないから

配偶者の家事・育児への協力が

得られないから

末子が配偶者の定年退職までに

成人してほしいから

配偶者が望まないから

子育て支援制度や環境が良くないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

その他

特に理由はない

無回答

就学前児童

n=396

46.5 

19.2 

8.2 

31.4 

19.2 

11.0 

11.6 

8.8 

2.2 

6.9 

6.3 

2.5 

11.0 

5.3 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=318

○理想より実際に持つ予定の子どもの人数が少ない理由をみると、就学前児童・小学生と

もに「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」（58.3％・46.5％）が最も高く、次

いで「高年齢で子どもを産むことが困難だから」（30.1％・31.4％）、「自分の仕事に

差し支えるから」（19.7％・19.2％）、さらに小学生では「子どもは欲しいができない

から」（19.2％）も同率となっています。 

問36-1[問28-1] 理想より実際に持つ予定の子どもの人数が少ない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



各務ヶ原市 

84 

63.5 

72.3 

47.3 

2.3 

52.3 

6.3 

5.0 

0.3 

17.6 

24.1 

15.9 

51.3 

3.4 

0.7 

0.7 

0.8 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

親族（親、兄弟姉妹など）

友人・知人、隣近所の人

職場の人

子育てサークルの仲間

保育園、認定こども園

わんパーク

健康センター

市民会館

広報「おぢや」や

子育て支援ガイドブック

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

インターネット

コミュニティ誌

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

就学前児童

n=860

54.0 

73.3 

51.2 

1.0 

41.2 

0.4 

1.1 

0.1 

11.6 

26.7 

7.6 

43.3 

1.0 

1.1 

0.7 

2.2 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

親族（親、兄弟姉妹など）

友人・知人、隣近所の人

職場の人

子育てサークルの仲間

学校

わんパーク

健康センター

市民会館

広報「おぢや」や

子育て支援ガイドブック

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

インターネット

コミュニティ誌

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

小学生

n=735

３ 子育て全般について 

○子育て（教育を含む）に関する情報の入手方法をみると、就学前児童・小学生ともに

「友人・知人、隣近所の人」（72.3％・73.3％）が最も高く、次いで「親族（親、兄

弟姉妹など）」（63.5％・54.0％）となっています。さらに就学前児童は「保育園、

認定こども園」（52.3％）、「インターネット」（51.3％）、小学生は「職場の人」（51.2％）

で５割を超えています。 

問37[問29] 子育て（教育を含む）に関する情報の入手方法 
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83 

63.7 

58.2 

53.6 

53.9 

28.3 

26.5 

43.5 

32.8 

2.9 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

親子での防犯の対話を深める

気軽にあいさつできる地域内の交流づくり

子どもへの防犯講習の実施

防犯灯の設置などの環境整備

「子ども110番の家」などの防犯ボランティアの育成・支援

関係機関・団体と連携した巡回活動

警察による巡回強化

子どもに対する犯罪への罰則強化

その他

無回答

小学生

n=735

○安全で豊かな地域環境をつくるために、小学生の保護者が必要だと思う対策をみると、

「親子での防犯の対話を深める」（63.7％）が最も高く、次いで「気軽にあいさつで

きる地域内の交流づくり」（58.2％）、「防犯灯の設置などの環境整備」（53.9％）、「子

どもへの防犯講習の実施」（53.6％）となっています。 

[問30] 安全で豊かな地域環境づくりのために必要な対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



各務ヶ原市 

84 

9.3 

61.7 

10.1 

48.8 

*** 

10.9 

51.5 

2.8 

26.5 

2.9 

3.5 

4.1 

25.6 

2.3 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

保育付きの講座やイベントの提供

子連れでも出かけやすく、楽しめる機会と

場所の充実

子育てに困った時に相談したり

情報が得られる場の整備

保育園や認定こども園等にかかる

費用の負担軽減

学校にかかる費用の負担軽減

専業主婦など誰でも気軽に利用できる

保育サービスの充実

安心して子どもが医療機関にかかれる体制整備

（夜間や休日でも安心して受診できる

医療体制の充実や、専門医の配置など）

公営住宅における多子世帯の優先入居や

広い部屋の割り当てなど、住宅面での配慮

企業における仕事と家事・育児のバランスに

配慮した取り組み（子育てに配慮した勤務時間の

調整や、出産・育児休暇取得の推進など）

子育てについて学べる講座等の充実

事業所や地域などを活用した

子育てサポートの推進

子どもの虐待防止や障がい児施策の充実

子育てに関連する経済的な追加負担への補助

その他

無回答

就学前児童

n=860

6.7

48.3

21.0

***

49.5

***

60.3

3.1

36.2

3.1

6.4

5.2

***

1.8

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=735

○市や地域による、子育て環境の充実に必要な支援は、就学前児童・小学生ともに「子

連れでも出かけやすく、楽しめる機会と場所の充実」（61.7％・48.3％）、「安心して

子どもが医療機関にかかれる体制整備（夜間や休日でも安心して受診できる医療体制

の充実や、専門医の配置など）」（51.5％・60.3％）、さらに就学前児童は「保育園や

認定こども園等にかかる費用の負担軽減」（48.8％）、小学生は「学校にかかる費用の

負担軽減」（49.3％）で割合が高くなっています。 

問38[問31] 子育て環境の充実に必要な市や地域による支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育園や認定こども園等にかかる費用の負担軽減」「専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育サ
ービスの充実」「子育てに関連する経済的な追加負担への補助」は就学前児童のみ、「学校にかかる費
用の負担軽減」は小学生のみの設問です。（割合は「***」で表示しています。）  



第４章 育児休業制度の利用状況等 

  

 

83 

53.3 

24.3 

50.5 

58.6 

58.0 

59.8 

44.3 

28.4 

31.4 

48.3 

64.5 

29.9 

19.0 

33.7 

22.7 

46.2 

0% 25% 50% 75% 100%

健康センターのうぶごえ

（ハッピーパパママ）教室

保育園・認定こども園などの

家庭教育に関する学級・講座

保育園や認定こども園の

地域お招き会

わんパーク（子育て相談、乳幼児

一時預かり、子育て教室）

ファミリー・サポート・

センター

ベビー・ファースト運動

子育てサークル

家庭児童相談室

（子育ての総合相談窓口）

市ホームページの

子育て支援サイト

市発行の子育て支援

ガイドブック

学童保育（学童クラブ）

放課後子ども教室

教育センターの教育相談

総合体育館で開催している

親子運動教室

おぢや情報配信メール

産後ケア

7.8 

16.3 

17.1 

18.1 

9.8 

19.7 

8.4 

10.9 

17.7 

17.0 

27.1 

23.0 

11.4 

19.5 

13.8 

15.1 

0% 25% 50% 75% 100%

22.7 

23.1 

45.9 

50.0 

3.8 

52.3 

10.3 

1.4 

10.1 

19.9 

17.4 

6.5 

2.1 

12.0 

7.9 

16.2 

0% 25% 50% 75% 100%

○就学前児童の保護者が「知っている」サービスをみると、『学童保育（学童クラブ）』

（64.5％）、『ベビー・ファースト運動』（59.8％）、『わんパーク』（58.6％）、『ファ

ミリー・サポート・センター』（58.0％）、『健康センターのうぶごえ教室』（53.3％）、

『保育園や認定こども園の地域お招き会』（50.5％）で５割を超えています。 

○「利用したことがある」サービスは、『ベビー・ファースト運動』（52.3％）、『わんパ

ーク』（50.0％）、『保育園や認定こども園の地域お招き会』（45.9％）で５割前後と

なっています。 

○「利用したい」サービスは、『学童保育（学童クラブ）』（27.1％）、『放課後子ども教

室』（23.0％）で２割台となっています。 

問39[問32] 小千谷市のサービスの認知度、利用状況、利用希望 

 【知っている】 【利用したことがある】 【利用したい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 n=860 



各務ヶ原市 

84 

26.5 

53.6 

33.6 

55.9 

52.0 

48.2 

32.8 

30.2 

35.0 

29.1 

20.1 

23.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学校などの家庭教育に

関する学級・講座

学童保育（学童クラブ）

放課後子ども教室

わんパーク（子育て相談、乳幼児

一時預かり、子育て教室）

ファミリー・サポート・

センター

子育てサークル

家庭児童相談室

（子育ての総合相談窓口）

市ホームページの

子育て支援サイト

市発行の子育て

支援ガイドブック

教育センターの教育相談

青少年育成指導員による

親子手作り教室

子ども農村交流プロジェクト

モデル事業

8.8 

6.1 

7.9 

5.3 

2.7 

1.4 

4.6 

9.0 

9.9 

5.9 

9.5 

10.3 

0% 25% 50% 75% 100%

13.1 

39.7 

16.9 

48.3 

6.4 

12.4 

2.0 

3.5 

8.8 

4.8 

2.9 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

○小学生の保護者が「知っている」サービスをみると、『わんパーク』（55.9％）、『学童

保育（学童クラブ）』（53.6％）、『ファミリー・サポート・センター』（52.0％）で５

割を超えています。 

○「利用したことがある」サービスは、『わんパーク』が48.3％、『学童保育（学童クラ

ブ）』が39.7％となっています。 

○「利用したい」サービスは、『子ども農村交流プロジェクトモデル事業』が10.3％で

最も高くなっています。 

[問32] 小千谷市のサービスの認知度、利用状況、利用希望 

 【知っている】 【利用したことがある】 【利用したい】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生 n=735 


